











































































　 　 1995年 1997年 2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 2010年
丸亀町 休日 18,902 16,392 15,336 14,422 14,842 13,076 14,494 12,192
　 平日 16,032 20,388 16,814 16,490 15,940 13,228 13,968 13,476
ライオン通り 休日 5,980 4,744 5,170 5,216 4,326 4,832 4,488 3,152
平日 7,060 6,206 5,644 5,442 5,430 5,320 4,944 4,530
南新町 休日 19,456 17,372 18,066 15,698 16,166 12,416 10,860 9,408
　 平日 20,576 17,512 16,002 16,100 13,916 13,088 12,250 11,610
常盤町 休日 17,594 18,152 19,914 18,822 13,752 9,852 7,566 6,960
　 平日 14,378 11,586 13,078 11,798 7,852 8,090 7,604 7,810


































　 　 1995年 1997年 2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 2009年
丸亀町 空き店舗 3	 6	 12	 9	 22	 16	 14	 13	
　 空き店舗率 1.8	 3.4	 6.9	 5.1	 13.6	 9.8	 10.0	 8.7	
ライオン通り 空き店舗 23	 27	 33	 38	 39	 50	 41	 45	
　 空き店舗率 9.9	 11.8	 14.7	 16.8	 17.2	 21.7	 18.8	 20.5	
常磐町 空き店舗 8	 3	 11	 15	 24	 31	 31	 34	
　 空き店舗率 6.5	 2.6	 9.5	 12.9	 22.0	 29.5	 31.3	 33.0	
中心商店街 空き店舗 65	 74	 117	 126	 151	 181	 179	 188	
合計 店舗数 1,043	 1,034	 1,015	 1,027	 1,000	 998	 958	 970	
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　 1982年 1985年 1995年 2003年 2005年 2008年
ながはま御坊表参道 3,262 2,970 1,934 4,064 2,053 3,730
ゆう壱番街 2,188 2,044 1,141 4,685 2,256 3,878
北国街道 7,934 5,182 3,785 6,931 3,208 5,686
大手門通り 6,746 6,570 5,331 11,252 9,222 8,455


































　 　 1996年 1998年 2000年 2002年 2004年 2006年 2008年
ゆう壱番街 空き店舗 25	 11	 5	 2	 5	 5	 8	
空き店舗率 40	 18	 8	 3	 8	 7	 13	
大手門通り 空き店舗 3	 3	 4	 0	 0	 0	 1	
空き店舗率 9	 9	 11	 0	 0	 0	 3	
ながはま御坊
表参道
空き店舗 2	 1	 1	 3	 2	 3	 3	
空き店舗率 7	 4	 4	 11	 7	 12	 12	
中心商店街 空き店舗 69	 47	 36	 33	 31	 19	 25	
合計 店舗数 339	 339	 336	 339	 342	 272	 262	
　 空き店舗率 20	 14	 11	 10	 9	 7	 10	
（出所）長浜市商工会議所。
― 10 ―
地域総合研究　第38巻　第１号（2010年）
小　　括
以上においてみたように，高松市丸亀町商店街の事例と長浜市の（株）黒壁の事例は，中心市街地の活
性化のために大きな貢献をしており，先進事例と考えられる。
丸亀町商店街の事例は，商店街振興組合が中心となって，定期借地権を活用して，今日の消費者のニー
ズに合った新たな商店街の改造を行うものであり，先進的である。このようなことは，行政からも，専門
家からも不可能だと言われたという。この商店街には，商店街のコミュニティが残っているほか，優れた
創造力と実行力がある。高松市では，丸亀商店街がフロントランナーとなり，他の商店街を活性化させる
方向が目指されている。
また，丸亀町商店街は，このような再開発事業によって，商店街を再生して収益性を回復し，再生事業
に補助された金額以上に税金を納入できる状況を創り出すことを目指している。少子高齢化が進行するな
かで，中心市街地の再生がまちの経営を支え，財政の健全化を目標としている点でも先進的である。自治
体主導の再開発ビルの多くにおいて，巨額の税金が投入され続けているのとは対照的である。
長浜の（株）黒壁の事例は，商店街振興組合ではなく，伝統文化を守り，まちの活性化を目指す民間の
活動から生まれた（株）黒壁による商店街の活性化・まちおこしとして，先進的である。この事例では，
歴史的な建造物や町家を活かした店づくりとガラス工芸を組み合わせた商店街づくりによって多数の観光
客を呼び込んで，中心市街地を活性化させるところに特色がある。なお，長浜市中心商店街については，
観光客向けに特化されており，市民のショッピングの場としての性格が弱くなっていることが指摘されて
いる。
本稿で検討した２つの事例の特徴は，繰り返し述べているように，民間が行政と連携しているが，民間
が主体となっており，行政主導ではないという点である。第三セクターの株式会社を立ち上げ，行政から
の資金援助を活用しているが，民間が主体的に取り組み，民間主導で事業展開している点が大きな特色で
ある。このことが，スピーディで自由な発想による経営を可能にし，成功をもたらしている。
行政に期待されることは，まちや商店街が活性化するために必要な側面支援であり，環境整備である。
具体的には，必要な資金援助を行うことや課税システムの改善等である。
今日では，中心市街地が衰退傾向となるなかで，多くのまちにおいて，幹線道路沿いの隣接商業地域や
ショッピングモール等が設置されている地域の商業集積が大きくなっている。このような地域は，収益性
が高くなっており，地価の上昇も見られ，経済原理から見て，課税の強化がなされて当然である。行政が
このような改善を行うことは，中心市街地の商業活動の競争条件を改善することでもある。中心市街地の
活性化に関しては，このような点がもっと留意されてよい。また，市外からきた大型店舗も店舗設置の地
方自治体にもっと多く納税するような改善もなされてしかるべきである。このような行政の支援と民間の
努力が行われれば，地方都市の中心市街地の活性化は大いに促進される。
最後に，他のまちの商店街が，丸亀町商店街や長浜の黒壁の取り組みから学ぶべきことは多いが，その
まま真似ても成功するとは限らない。それぞれのまちの諸条件や特質をよく分析して，それぞれのまちに
適した施策を行うよう留意することが必要であることを付言しておきたい。
（多くの方々が取材に応じて下さったが，氏名を割愛させて頂いた。取材に応じて下さった方々にこの
場を借りてお礼を申し述べたい。）
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